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【年通号数】公開・登録公報2015-056
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【国際特許分類】
   Ｂ２４Ｂ   7/17     (2006.01)
   Ｂ２４Ｂ   7/04     (2006.01)
   Ｂ２４Ｂ  41/06     (2012.01)
   Ｂ２４Ｂ  49/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/304    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２４Ｂ    7/17     　　　Ｚ
   Ｂ２４Ｂ    7/04     　　　Ａ
   Ｂ２４Ｂ   41/06     　　　Ａ
   Ｂ２４Ｂ   49/08     　　　　
   Ｂ２４Ｂ   41/06     　　　Ｌ
   Ｈ０１Ｌ   21/304    ６３１　
   Ｈ０１Ｌ   21/304    ６２１Ａ
   Ｈ０１Ｌ   21/304    ６２２Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月29日(2016.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
  ワークＷの研削後は、右静圧パッド２及びワークＷが静圧水、研削水で濡れた状態にあ
る。そこで、ワークＷの搬出に際しては、静圧水、研削水を停止させれば、図２０に示す
ように、その水の表面張力によりワークＷが右静圧パッド２に固定できることを利用して
、ワークＷを右静圧パッド２に固定する。そして、搬出手段９によりワークＷを真空吸着
した後に、第１の実施形態の場合と同様に、右静圧パッド２からワークＷ側に静圧水を供
給して、ワークＷを右静圧パッド２から分離する。なお、左静圧パッド１を後退位置Ｘ２
に退避させる場合には、左静圧パッド１から静圧水を供給する。
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